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※事務局記入欄 

№ 196 

【様式２】 

エントリー学校名：神奈川県横浜市立緑園西小学校 

活動名︓ 
「持続可能」な教育実習  ～教員の仕事の魅力が伝わる実習に～ 

解決すべき課題︓「ブラック化︖」 「マンネリ化︖」 した教育実習 
○教育実習生への負担が大きい。特に、研究授業に向けた準備と、手書きによる「実習日誌」の記入に時間
がかかっている。そのため、放課後に指導教員以外の教職員と交流することが少なくなってしまう。 
○受入れ校（特に指導教員）にとっても負担が大きい。また、近年は経験年数の浅い教員の割合が増えて
いるため、「ベテランが実習生にノウハウを伝授する」ような教育実習を続けることは難しくなっている。 
○指導教員は、過去に自分が体験した教育実習の内容を「なぞる」ことになりがちである。 
○実習生が翌日の準備等で夜遅くまで学校に残ることが、ハラスメントを誘発するリスクにもなる。 
○これらの結果として、教育実習を通して「教員という仕事」の魅力を実習生に伝えることが難しい。 

目標・方針︓教員という仕事の魅力が伝わる教育実習に 
○横浜市教育委員会が提案する「教育実習の見直し例（☆）」などを踏まえて、実習内容の焦点化ととも
に、実習生の大学での経験、実習期間、教育ボランティアとしての体験の有無などに応じた個別化を図る。 
○「ベテランがノウハウを伝える」教育実習ではなく、実習生と指導教員らが共に成長することを目指す。 
○職員全体で実習に関わることにより、指導教員の負担を軽減するとともに、学校の活性化につなげる。 
活動内容︓（教育実習コーディネーターの教員が計画・調整） 
○実習内容の焦点化：学生ボランティアの経験者に対しては、講話等の内容を精選 【図１】【写真３】 
○示範授業の見直し：初任者研修や校内重点研究との連動、指導案の簡略化 
○研究授業の見直し：指導案を一から作成するのではなく、既存のものから選択することも可に。研究授業だ
けでなく、日々の一コマ一コマの授業を大切に 【写真１】 
○「実習日誌」にパソコンを利用：パソコンで作成し、プリントアウトしたものを日誌に貼り付けることにより、下書
きや推敲に要していた時間を短縮 【写真２】 
○メンターチーム（若手教員の学び合い活動）との連動：実習生も一緒に参加 【写真４】 
○他学年の取組などにも参加：指導教員のクラスだけではなく、支援学級を含めた各学年の行事や「出前授
業」、就学時検診などの取組にも参加し、幅広く学校の業務を体験 【写真５】 
活動の成果︓  
○実習生の学校退出時刻（平均）︓17時 30分 ※これまでは 19時以降に退出する実習生が多かった 
○実習生の感想︓「教員という仕事のやりがいを感じることができた」 「自分自身の課題がはっきりした」 
○指導教員の感想︓「自分自身の取組を振り返る機会になった」 「子どもたちにとっても貴重な体験だった」 
アピールポイント（アイディアや工夫）︓ 
○個々の教育実習生の状況に応じた「オーダーメード」の教育実習に 
○「ベテランがノウハウを伝授する」教育実習から「実習生と教員が共に成長する」教育実習に 
○教育実習のために新しいことを行うのではなく、既存の「点」の取組を「線」につなげる教育実習に   




